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「徳 川 日本 にお ける人口抑制行動 とその比較 アジア史的考察」 を標題 に掲 げ2日 間にわたって

開 か れ た5セ ッシ ョンは、 国 際 人 口学 会 との共 催 で行 わ れ た もの で あ る(IUSSP/IRCJS

WorkshoponAbortion,InfanticideandNeglectintheAsianPast:JapaninAsian

ComparativePerspective)。 「堕胎 ・嬰児殺 し ・放置」 を共通 テーマ に、 中国、台湾、韓国、 イ

ン ド、アメ リカ、 イギ リス、 日本か らの参加者が、16本 の論文 を報告 し、最後 に総括討論 を行 っ

た。成果 は、JamesLeeandOsamuSaitoeds.,、qbortion,InfanticideandReproductiveBehaviorin

Asia:PastandPresent(仮 題)と して公刊 予定で ある。 ここで は各セ ッションの概要 を紹 介す る

ので、各論文の詳細 についてはそちらを参照 して いただきたい。

SessionlConcepts:oldideasandnewperspectives

まずTamara且arevenか ら、問題の所在 についての概括的な報告が あった。徳川 日本における

堕胎 ・間引 き研 究史の変遷 に触れた後、家族戦略 と して この問題を捉 える視覚 を示唆 した。 また

ヨーロ ッパで はこれ らに替 わる手段 は捨て子(abandonment)で あ ったと指摘 した。続 いて、太

田素子 ・沢 山美香子 は 日本、HsiungPing-chenとFrancescaBrayは 中 国における妊娠、堕胎、

嬰児殺 し、身体 の理解 について、それぞれ歴史学、民族学、医学 史の立場か ら報告 した。討論者

の斎藤修 は、Brayの 言 葉 を用 いればreproductiveculturesに 関 す るこれ らの研究 と歴史人 口学

との連携 との必要 を強調 し、 また これ らの報 告が嬰児殺 しよりも堕胎の果た した役割 の大 きさを

指摘 したこ とか ら、堕胎 にもっと注 目するべ きであ ると述べ た。

Session2Abortion,infanticideandneglect,andthegenderpatternsofmortality

このセ ッシ ョンで は、堕胎 ・嬰児殺 し、放 置な どの結果 の、性比の アンバ ランスが テーマ とさ

れた。 まず速水融がThomasSmithがNakaharaで 示 した仮説(日 本で は子 ど もの性比 を適切 な

ものにす るため嬰児殺 しが行 われていた)に はデー タの吟味 の点で問題があ ったこ とを示 した。

MahendraPremiとArupMaharatnaは イ ン ドにお ける性比 につ いて報告 し、出生性比の偏 りか

ら女子 のみ の嬰児殺 しがあ った可能性 がある こと、飢饉 時には性別 によ り選択 的に食物 を与 えな

いこ とがあ った ことな どを指摘 した。JamesLeeとCameronCampbellは 遼 寧省 の農民のデ ー

タか ら女子 の死亡率 は乳児期 を過 ぎて もなお男子 よ り高 かったこと、 しか しその格差 は 日数がた

つ につれて縮小す ることか ら、短期 的には嬰児殺 し、長期 的には放置 とい う異 なる手段が用い ら

れたであろ うことを示唆 した。 また、Leeら か ら、 中国では20世 紀 初 めまで に嬰児殺 しが消 え、

堕胎が増え たの はなぜ か とい う問題提起が あった。
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Session3Abortion,infanticide,neglectandfertilitycontrol

LaurelCornellは 「日本で は徳 川時代 か ら低 出生 率 ・低死亡 率で 出生転換 は無か った」 とい

う仮説が なぜ信 じられ ることにな ったのかを研究史 を振 り返 りなが ら解説 して批判 した。友部謙

一 は徳 川時代 日本の各地 のデー タを分析 し
、 中央 日本で は高出生率 ・stopping型 の 出生抑 制無

し、東北 日本で は低 出生率 ・stopping型 の 出生抑制 有 りとい う地域 差 を示 した。友部 は また徳

川 日本 における低 出生率 の原因は不妊にあるのではないか と示唆す ると同時 に、spacing型 の 出

生抑 制の重要性 に注意 を喚起 した。IrudayaRajanは イ ン ドで は堕胎や嬰児殺 しよ り放置が重要

な手段 で あった と述 べ、 また母 方居住 地域 で は男子 を殺 す習慣 が あった可 能性 を指摘 した。

WangFeng・JamesLee・CameronCampbellは 東 ア ジアに は共通 して低 出生 率 とい う特徴が

見 られたこ とを示 し、手段 と して はspacingが 重 要であ ったと主張 した。

Session4Abortion,infanticide,neglectinthemodernworld

村松稔は戦後 日本、WangFengとWilliamMasonは 現代中国、MinjaChoeは 現代韓国にお

ける人工妊娠中絶について報告 した。Wangに よれば中国では人工妊娠中絶による性別選択が行

われているが、Masonは 息子選好には社会経済的背景は影響 を与えていないとする。息子選好

は韓国で も見られる。討論では落合恵美子が避妊と中絶を同時に考察することが必要であると提

起 し、中国、韓国、日本のいずれにおいても避妊が普及 しているにも関わらず中絶 もまた多 く行

われているのはなぜか、性別を選好するためか、 日本では息子選好はもはや存在 しないので文化

的共通性を考えるべ きではないかなどとの議論がなされた。

Session5Round-tablediscussion

近代 ・前近代、抑制出生力 ・自然出生力といった二分法はもはや受け入れられないことが大前

提 として確認された上で、東アジアの共通の伝統 とは何か、ヨーロッパではstoppingが 重要で

あったがアジアではspacingの 役割が大 きかったのではないかといった議論がなされた。
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